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令 和 ４ 年 度 第 ５ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

                     

令和４年８月５日 (金 )   

高松サンポート合同庁舎  

北 館 702 会 議 室  

 

出 席 者   公 益 側   東 、 籠 池 、 春 日 川 、 柴 田 、 髙 塚  

     労 働 者 側   大 島 、 立 石 、 土 田 、 中 村  

     使 用 者 側   綾 田 、 窪 田 、 友 國 、 濱 田 、 渡 部  

 

 

議  題  (１ ) 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て  

    (２ ) そ の 他  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、遅 く な り ま し た が 、た だ 今 か ら 、令 和 ４ 年 度 第 ５ 回 香

川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催 い た し ま す 。  

本 日 は ご 多 忙 の 中 、ま た 大 変 暑 い 中 、ご 出 席 い た だ き ま し て 厚 く お

礼 申 し 上 げ ま す 。  

本 日 は 、廣 瀬 委 員 が 欠 席 さ れ て い ま す が 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ５

条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り 、審 議 会 が 有 効 に 成 立 し て

お り ま す こ と を ご 報 告 い た し ま す 。  

 な お 、 本 日 は 傍 聴 さ れ る 方 は 3 名 で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 柴 田 会 長 、 議 事 の 進 行 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

本 日 の 会 議 次 第 は 、 お 手 元 の と お り で ご ざ い ま す 。  

議 題 （ １ ） の 「 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」 で す 。  
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本 年 度 の 香 川 県 最 低 賃 金 の 審 議 に つ き ま し て は 、７ 月 １ 日 に 諮 問

を 受 け て 以 降 、４ 回 の 専 門 部 会 を 開 催 し 慎 重 に 審 議 を 進 め て ま い り

ま し た 。  

そ し て 、本 日 開 催 い た し ま し た 第 ４ 回 専 門 部 会 に お い て 、本 審 に

対 す る 報 告 を 取 り ま と め た と こ ろ で す が 、残 念 な が ら 全 会 一 致 に は

至 ら な か っ た た め 、こ の 報 告 に つ い て は 、専 門 部 会 で の 多 数 決 の 採

決 に よ り 報 告 さ せ て い た だ く も の と な り ま す 。  

事 務 局 か ら 、 専 門 部 会 報 告 書 の 写 し を 配 付 し て く だ さ い 。  

（ 専 門 部 会 報 告 書 （ 写 ） を 各 委 員 に 配 付 ）  

〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら 、審 議 経 過 及 び 専 門 部 会 報 告 に つ い て 説 明 を お 願 い し

ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

本 日 ま で の 審 議 経 緯 に つ い て ご 説 明 い た し ま す 。  

７ 月 １ 日 の 第 １ 回 本 審 に お き ま し て 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定

に つ い て の 諮 問 を 行 い 、 ７ 月 22 日 の 第 ２ 回 本 審 に お き ま し て 、 香

川 県 最 低 賃 金 改 正 に 対 す る 意 見 聴 取 を 行 い 、同 日 、第 １ 回 香 川 県 最

低 賃 金 専 門 部 会 を 開 催 い た し ま し た 。  

そ し て 、８ 月 ３ 日 に 第 ４ 回 本 審 に て 、令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金

額 改 定 の 目 安 伝 達 を 行 い 、同 日 に 第 ２ 回 専 門 部 会 を 開 催 し 、最 賃 の

基 礎 調 査 結 果 を 説 明 の 後 、 金 額 審 議 に 入 り ま し た 。  

そ の 後 、８ 月 ４ 日 に 第 ３ 回 、本 日 第 ４ 回 専 門 部 会 を 開 催 し て 金 額

審 議 を 重 ね て ま い り ま し た が 、全 会 一 致 に は 至 ら ず 、専 門 部 会 で の

採 決 の 結 果 に よ り 、過 半 数 の 賛 成 を も っ て 専 門 部 会 報 告 と な っ た も

の で す 。  

そ れ で は 、 専 門 部 会 報 告 書 を 読 み 上 げ ま す 。  

令 和 ４ 年 ８ 月 ５ 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田 潤 子  殿  
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香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 部 会 長  柴 田 潤 子  

香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に 関 す る 報 告 書  

当 専 門 部 会 は 、令 和 ４ 年 ７ 月 １ 日 、香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に お

い て 付 託 さ れ た 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 、慎 重 に 調 査 審

議 を 重 ね た 結 果 、 別 紙 １ の と お り の 結 論 に 達 し た の で 報 告 す る 。  

ま た 、別 紙 ２ の と お り 平 成 ２ ０ 年 ８ 月 ６ 日 付 け 中 央 最 低 賃 金 審 議

会 の「 平 成 ２ ０ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て（ 答 申 ）」

の 考 え 方 に 基 づ き 最 新 の デ ー タ に よ り 比 較 し た と こ ろ 、令 和 ２ 年 １

０ 月 １ 日 発 効 の 香 川 県 最 低 賃 金（ 時 間 額 ８ ２ ０ 円 ）は 、令 和 ２ 年 度

の 香 川 県 の 生 活 保 護 水 準 を 下 回 っ て い な か っ た こ と を 申 し 添 え る 。 

さ ら に 、当 専 門 部 会 と し て 、コ ロ ナ 禍 や 原 材 料 費 等 の 高 騰 と い っ

た 企 業 経 営 を 取 り 巻 く 環 境 を 踏 ま え 、政 府 に お い て 、中 小 企 業・小

規 模 事 業 者 の 事 業 存 続 と 生 産 性 向 上 の た め 、業 務 改 善 助 成 金 等 の 各

種 助 成 金 が よ り 一 層 の 実 効 性 あ る 支 援 の 拡 充 を 、 ま た 、 中 小 企 業 ・

小 規 模 事 業 者 が 継 続 的 に 賃 上 げ の 原 資 を 確 保 で き る よ う 、 労 務 費 、

原 材 料 費 、エ ネ ル ギ ー コ ス ト の 上 昇 分 の 適 切 な 転 嫁 に 向 け た 環 境 整

備 を 強 く 要 望 す る 。  

な お 、本 件 の 審 議 に 当 た っ た 専 門 部 会 の 委 員 は 下 記 の と お り で あ

る 。  

 各 委 員 の お 名 前 の 読 み 上 げ は 省 略 さ せ て い た だ き ま す 。  

別 紙  １  

香 川 県 最 低 賃 金  

１  適 用 す る 地 域  香 川 県 の 区 域  

２  適 用 す る 使 用 者  前 号 の 地 域 内 で 事 業 を 営 む 使 用 者  

３  適 用 す る 労 働 者  前 号 の 使 用 者 に 使 用 さ れ る 労 働 者  

４  前 号 の 労 働 者 に 係 る 最 低 賃 金 額  １ 時 間  ８ ７ ８ 円  

５  こ の 最 低 賃 金 に お い て 賃 金 に 算 入 し な い も の  精 皆 勤 手 当 、 

通 勤 手 当 及 び 家 族 手 当  

６  効 力 発 生 の 日  法 定 ど お り  
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 別 紙  ２  

香 川 県 最 低 賃 金 と 生 活 保 護 と の 比 較 に つ い て  

１  最 低 賃 金  

(1) 件    名   香 川 県 最 低 賃 金  

(2) 最 低 賃 金 額   時 間 額  ８ ２ ０ 円  

(3) 発  効  日   令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ 日  

２  生 活 保 護  

(1) 比 較 対 象 者  

１ ８ ～ １ ９ 歳 ・ 単 身 世 帯 者  

(2) 対 象 年 度  

令 和 ２ 年 度  

(3) 生 活 保 護 水 準 （ 令 和 ２ 年 度 ）  

生 活 扶 助 基 準（ 第 １ 類 費 ＋ 第 ２ 類 費 ＋ 冬 季 加 算 ＋ 期 末 一 時 扶 助    

費 ）の 香 川 県 内 人 口 加 重 平 均 に 住 宅 扶 助 の 実 績 値 を 加 え た 金 額   

（ ９ ３ ， ４ ６ ６ 円 ）。  

３  生 活 保 護 に 係 る 施 策 と の 整 合 性 に つ い て  

  上 記 １ の（ 2）に 掲 げ る 金 額 の 1 箇 月 換 算 額（ 註 ）と 上 記 ２ の   

（ 3） に 掲 げ る 金 額 と を 比 較 す る と 、 香 川 県 最 低 賃 金 が 下 回 っ

て い る と は 認 め ら れ な か っ た 。  

（ 註 ） 1 箇 月 換 算 額  ８ ２ ０ 円 （ 香 川 県 最 低 賃 金 ） ×１ ７ ３ ． ８

（ 1 箇 月 平 均 法 定 労 働 時 間 数 ） ×０ ． ８ １ ７ （ 可 処 分 所 得 の 総 所 得

に 対 す る 比 率 ） ＝ １ １ ６ ， ４ ３ ６ 円  

 以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

こ の 報 告 は 、専 門 部 会 に お い て 意 見 の 一 致 が 得 ら れ な か っ た こ と

か ら 、 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 答 申 や 労 使 の ご 意 見 を 踏 ま え 、 ま た 、

生 計 費 、賃 金 状 況 、賃 金 支 払 能 力 、生 活 保 護 と の 整 合 性 な ど の 各 種

関 連 資 料 を 総 合 的 に 勘 案 し た 公 益 案 を 示 し 、専 門 部 会 の 過 半 数 の 賛
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成 を 得 て 部 会 報 告 と し た も の で あ り ま す 。  

こ の 部 会 報 告 に つ い て ご 審 議 い た だ き 、本 日 、こ の 部 会 報 告 に よ

り 答 申 と し て と り ま と め た い と 考 え て お り ま す 。  

そ れ で は 、労 使 各 側 の 専 門 部 会 委 員 か ら そ れ ぞ れ 部 会 報 告 に つ い

て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

ま ず 、 労 働 者 側 の 専 門 部 会 委 員 に お 願 い し ま す 。  

 

〇 立 石 委 員  

 私 た ち 労 側 と し て は 、専 門 部 会 で 審 議 し た 結 果 、目 安 Ｃ ラ ン ク ＋

３ ０ 円 で は 納 得 が 出 来 な い こ と か ら 、 労 側 反 対 の 意 を 示 し ま し た 。 

そ れ は 、昨 年 後 半 か ら 現 在 も 消 費 者 物 価 が 上 昇 し 続 け て い る こ と 、

Ⅾ ラ ン ク が ３ １ 円 、３ ２ 円 以 上 の 結 審 を し て い る こ と 、加 え て 都 市

部 の Ａ・Ｂ ラ ン ク の 目 安 を ＋ ３ １ 円 と し て い る こ と か ら 、香 川 が ＋

３ ０ 円 と な る と 格 差 が 生 じ る こ と に な る こ と を 申 し 述 べ て き ま し

た 。  

 

〇 柴 田 会 長  

次 に 使 用 者 側 の 専 門 部 会 委 員 に お 願 い し ま す 。  

 

〇 窪 田 委 員  

 使 用 者 側 と し ま し て は 、コ ロ ナ 感 染 の 再 拡 大 が 収 ま ら な い 状 況 で 、

エ ネ ル ギ ー・原 材 料 価 格 の 高 騰 や 部 品 供 給 の 制 約 、な ら び に 円 安 な

ど に よ る 景 気 の 下 振 れ 要 因 の あ る な か 、 特 に 影 響 を 受 け や す い 中

小・小 規 模 事 業 者 の 経 営 環 境 を ふ ま え な が ら 、真 摯 に 審 議 を つ く し

て ま い り ま し た 。  

そ し て 、中 央 最 賃 の 引 上 げ 目 安 額 ３ ０ 円 も 勘 案 し た う え で 、公 益

案 の 提 示 に 理 解 を 示 し 、 賛 成 し た も の で あ り ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  
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本 審 の 他 の 委 員 か ら 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ い ま す か 。  

い ろ い ろ な ご 意 見 を い た だ き ま し た が 、意 見 の 一 致 に 至 り ま せ ん

の で 、採 決 に よ り 答 申 と し て 取 り ま と め た い と 思 い ま す が 、い か が

で し ょ う か 。  

（「 異 議 な し 。」）  

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、 採 決 の 手 続 き の 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ５ 条 第 ３ 項 に 基 づ き 、会 議 に 出 席 し た 委 員 の

う ち 、会 長 を 除 い た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 す る こ と と な っ て い ま

す 。  

可 否 同 数 の と き は 、会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る と 規 定 さ れ て い ま

す 。  

現 在 、 会 長 を 除 い た 出 席 委 員 は 1３ 名 で す の で 、 過 半 数 は ７ 名 と

な り ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、本 審 議 会 と し て 、専 門 部 会 報 告 内 容 で 答 申 す る こ と と

し て よ ろ し い か の 採 決 を 行 い ま す 。  

挙 手 の ほ ど お 願 い し ま す 。  

ま ず 、 反 対 の 方 ４ 人 。  

賛 成 の 方 ９ 人 。  

よ っ て 出 席 委 員 の 過 半 数 の 賛 成 と な っ て お り ま す の で 、専 門 部 会

の 内 容 を も っ て 労 働 局 長 あ て に 答 申 さ せ て い た だ き ま す 。  

事 務 局 は 答 申 文 （ 案 ） を 配 付 し て く だ さ い 。  

（ 答 申 文 （ 案 ） を 各 委 員 に 配 付 ）  

〇 柴 田 会 長  

事 務 局 は 答 申 文 （ 案 ） を 読 み 上 げ て く だ さ い 。  
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〇 賃 金 係 長  

そ れ で は 答 申 文 （ 案 ） を 読 み 上 げ ま す 。  

（ 案 ）  

令 和 ４ 年 ８ 月 ５ 日  

香 川 労 働 局 長  松 瀨 貴 裕  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田 潤 子  

香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 答 申 ）  

当 審 議 会 は 、令 和 ４ 年 ７ 月 １ 日 付 け 香 労 発 基 ０ ７ ０ １ 第 １ 号 を も

っ て 貴 職 か ら 諮 問 の あ っ た 標 記 の こ と に つ い て 、慎 重 に 調 査 審 議 を

重 ね た 結 果 、 別 紙 １ の と お り の 結 論 に 達 し た の で 答 申 す る 。  

ま た 、別 紙 ２ の と お り 平 成 ２ ０ 年 ８ 月 ６ 日 付 け 中 央 最 低 賃 金 審 議

会 の「 平 成 ２ ０ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て（ 答 申 ）」

の 考 え 方 に 基 づ き 最 新 の デ ー タ に よ り 比 較 し た と こ ろ 、令 和 ２ 年 １

０ 月 １ 日 発 効 の 香 川 県 最 低 賃 金（ 時 間 額 ８ ２ ０ 円 ）は 、令 和 ２ 年 度

の 香 川 県 の 生 活 保 護 水 準 を 下 回 っ て い な か っ た こ と を 申 し 添 え る 。 

 さ ら に 、当 審 議 会 と し て 、コ ロ ナ 禍 や 原 材 料 費 等 の 高 騰 と い っ た

企 業 経 営 を 取 り 巻 く 環 境 を 踏 ま え 、政 府 に お い て 、中 小 企 業・小 規

模 事 業 者 の 事 業 存 続 と 生 産 性 向 上 の た め 、業 務 改 善 助 成 金 等 の 各 種

助 成 金 が よ り 一 層 の 実 効 性 あ る 支 援 の 拡 充 を 、ま た 、中 小 企 業・小

規 模 事 業 者 が 継 続 的 に 賃 上 げ の 原 資 を 確 保 で き る よ う 、労 務 費 、原

材 料 費 、エ ネ ル ギ ー コ ス ト の 上 昇 分 の 適 切 な 転 嫁 に 向 け た 環 境 整 備

を 強 く 要 望 す る 。  

 別 紙  １  

香 川 県 最 低 賃 金  

１  適 用 す る 地 域  香 川 県 の 区 域  

２  適 用 す る 使 用 者  前 号 の 地 域 内 で 事 業 を 営 む 使 用 者  

３  適 用 す る 労 働 者  前 号 の 使 用 者 に 使 用 さ れ る 労 働 者  

４  前 号 の 労 働 者 に 係 る 最 低 賃 金 額  １ 時 間  ８ ７ ８ 円  
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５  こ の 最 低 賃 金 に お い て 賃 金 に 算 入 し な い も の  精 皆 勤 手 当 、

通 勤 手 当 及 び 家 族 手 当  

６  効 力 発 生 の 日  法 定 ど お り  

 別 紙  ２  

香 川 県 最 低 賃 金 と 生 活 保 護 と の 比 較 に つ い て  

１  最 低 賃 金  

(1) 件    名   香 川 県 最 低 賃 金  

(2) 最 低 賃 金 額   時 間 額  ８ ２ ０ 円  

(3) 発  効  日   令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ 日  

２  生 活 保 護  

(1) 比 較 対 象 者  

１ ８ ～ １ ９ 歳 ・ 単 身 世 帯 者  

(2) 対 象 年 度  

令 和 ２ 年 度  

(3) 生 活 保 護 水 準 （ 令 和 ２ 年 度 ）  

生 活 扶 助 基 準（ 第 １ 類 費 ＋ 第 ２ 類 費 ＋ 冬 季 加 算 ＋ 期 末 一 時 扶  

助 費 ）の 香 川 県 内 人 口 加 重 平 均 に 住 宅 扶 助 の 実 績 値 を 加 え た 金   

額 （ ９ ３ ， ４ ６ ６ 円 ）。  

３  生 活 保 護 に 係 る 施 策 と の 整 合 性 に つ い て  

   上 記 １ の （ 2） に 掲 げ る 金 額 の 1 箇 月 換 算 額 （ 註 ） と 上 記 ２

の（ 3）に 掲 げ る 金 額 と を 比 較 す る と 、香 川 県 最 低 賃 金 が 下 回 っ

て い る と は 認 め ら れ な か っ た 。  

（ 註 ）1 箇 月 換 算 額 ８ ２ ０ 円（ 香 川 県 最 低 賃 金 ）×１ ７ ３ ．８（ 1 箇   

月 平 均 法 定 労 働 時 間 数 ）×０ ．８ １ ７（ 可 処 分 所 得 の 総 所 得 に   

対 す る 比 率 ） ＝ １ １ ６ ， ４ ３ ６ 円  

  以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

答 申 文 （ 案 ） に つ い て ご 確 認 い た だ け ま し た で し ょ う か 。  
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（「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、 労 働 局 長 あ て 答 申 い た し ま す 。  

 

（ 会 長 か ら 答 申 文 を 労 働 局 長 へ 手 交 ）  

 

〇 松 瀨 労 働 局 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

私 か ら 一 言 ご 挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

香 川 県 最 低 賃 金 に つ き ま し て は 、７ 月 １ 日 に 諮 問 を 行 い ま し て か

ら 、 本 日 ま で に 本 審 を ５ 回 、 専 門 部 会 を ４ 回 開 催 さ せ て い た だ き 、

熱 心 に ご 審 議 い た だ い た わ け で す が 、本 日 、答 申 を と り ま と め て い

た だ い た こ と に 対 し ま し て 、あ ら た め て 、深 く 感 謝 申 し 上 げ る 次 第

で ご ざ い ま す 。  

残 念 な が ら 全 会 一 致 と は な り ま せ ん で し た が 、今 後 は 所 定 の 手 続

き を 経 た の ち 、す み や か に 本 日 の 答 申 の 内 容 に 沿 っ て 、本 年 度 の 香

川 県 最 低 賃 金 を 決 定 さ せ て い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

そ し て 、香 川 労 働 局 と い た し ま し て は 、改 正 さ れ た 最 低 賃 金 額 の

周 知 に 努 め ま す と と も に 、そ の 履 行 確 保 に 最 善 を 尽 く す ほ か 、中 小

企 業・小 規 模 事 業 者 へ の 支 援 と さ れ る 業 務 改 善 助 成 金 等 が 業 況 の 厳

し い 事 業 主 等 に も 活 用 さ れ る よ う 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 

委 員 の 皆 様 に は 、今 後 と も 労 働 行 政 に 対 し て 特 段 の ご 支 援 を お 願

い 申 し 上 げ ま す と と も に 、今 後 予 定 さ れ て お り ま す 特 定 最 低 賃 金 の

金 額 審 議 に つ き ま し て も 、引 き 続 き ご 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申

し 上 げ ま し て 、簡 単 で は ご ざ い ま す が 、お 礼 の 挨 拶 と さ せ て い た だ

き ま す 。  

本 日 は 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

〇 柴 田 会 長  
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労 使 各 側 委 員 の 皆 様 方 に は 、慎 重 な ご 審 議 を い た だ き 、誠 に あ り

が と う ご ざ い ま し た 。  

残 念 な が ら 全 会 一 致 で の 答 申 に は 至 り ま せ ん で し た が 、本 日 、結

審 、答 申 の 運 び と な り 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 審 議 を す べ て 終 了 す

る こ と が で き ま し た こ と に 対 し 、 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

事 務 局 か ら 何 か あ り ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

ご 答 申 い た だ き ま し た こ と を 受 け ま し て 、本 審 終 了 後 、香 川 県 最

低 賃 金 の 答 申 に つ い て 、 報 道 機 関 へ の 発 表 を 行 い ま す 。  

次 に 答 申 後 の 事 務 手 続 に つ い て ご 説 明 い た し ま す 。  

異 議 申 出 公 示   令 和 ４ 年 ８ 月 ５ 日 （ 金 ）  

 異 議 申 出 締 切 日  令 和 ４ 年 ８ 月 22 日 （ 月 ）  

 官 報 公 示 予 定 日  令 和 ４ 年 ９ 月 １ 日 （ 木 ）  

発 効 日 は 、 令 和 ４ 年 10 月 1 日 （ 土 ） の 法 定 発 効 と な り ま す 。  

な お 、 ８ 月 22 日 （ 月 ） ま で に 異 議 申 出 が な さ れ た 場 合 に つ き ま

し て は 、８ 月 23 日（ 火 ）午 前 10 時 か ら 本 審 を 開 催 し て 、当 該 異 議

申 出 に つ い て の ご 審 議 を い た だ く こ と と な り ま す の で 、日 程 の 確 保

を お 願 い い た し ま す 。  

異 議 申 出 が な け れ ば 、 本 審 は 開 催 い た し ま せ ん 。  

 ま た 、本 日 答 申 を い た だ き ま し た の で 、予 備 日 と し て 設 け さ せ て

い た だ き ま し た 、明 日 ８ 月 ８ 日（ 月 ）の 専 門 部 会 及 び 本 審 は 開 催 い

た し ま せ ん の で 、 ご 了 承 願 い ま す 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、ご 意 見 、ご 質 問 等 は ご ざ い

ま す か 。  
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事 務 局 の 方 で 何 か あ り ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 こ の 後 、事 務 連 絡 が あ り ま す の で 、委 員 の 皆 さ ま に は 残 っ て い た

だ く よ う お 願 い し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 そ れ で は 、以 上 を も ち ま し て 、第 ５ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を

閉 会 い た し ま す 。  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

― ― 了 ― ―  


